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 腫 瘍 組 織 の 旺 盛 な る増 殖 と その壊 死 現象 を生 化 學 的 に 考 察 す る に,其 主 成 分 た る

di F]分 子 の 化 學 的 憂 化 の研 究 は 共 第 一 義 で あ る・ 弦 に そ の蛋 白分 解 酵 素 作 用 の 性 歌

清 長 を探 究 し,腫 瘍 細 胞 の 生 物 學 的 現 象 の 知 見 を 明 に しナこい.既 に 腫瘍 組織 の 作

用 のAutolyse叉Heterolyse増 弧 に就 て報 告 され,又 近 時 その賦 活 度 に關 す る研 究

を 聞 くが,こ れ は主 と して 高 級 蛋 白分 子 を主 題 とす る もの として 之 は 後 報 に ゆ づ り,

本 交は 一 定 化學 購 造 を有 す る種 々 Polypeptide誘 導 盟 に 關 す る酵 素 作 用 の研 究 に限

り,爾 その 一 部 は 飢 に獲表 しナニる正 常動 物 臓 器 叉 消 化 管 系 蛋 白分 解 酵 素 作 用 の 研 究

成 績 を考 慮 し,又 之 を 背 景 と して 観 察 しtこる研 究 の 一 部 で あ る.EAbderhalden(1)

の 記 載 は腫 瘍 組 織 蛋 白分 解 酵 素 作 用 のatypische Spaltungを 掲 げ・ 翫1二所 謂 酵 素 作

用 特 性 に 關 す る問 題 を 提 供 して 居 る・

 Molavane)はDipeptidaseに 就 て, Rattensarkom(Jensen)切 片 を以 て し,そ の

陰 性 成 績 を報 告 して 居 るが,之 は 共 特 殊 方 法 を鯨 程 考 慮 して説 明 しな けれ ば な らな

い.                ・

 E.Maschmann(3)は Mausecarcinom, Sarkom叉HUhnersarkomを 以 つ て又

Waldschmidt-Leisz(4)1まSarkom Philadelphia 3ζCarcinom・Walker 256(Ratten-

carcinom)を 以 っ てLeucylglycin及 びLeucyldiglycinの 分 解 陽性 を謹 明 し,殊 に後

者 は,そ の 分 解 作 用 能 が,腫 瘍 移 植 後 経 過 日数 多 き もの も,著 し く低 下 せ ざ る旨 を述

べ て居 る.

 著 者 等 が,各 水 素 イ オ ン濃 度 を考 慮 して行 へ る成 績 で はDiglycin分 解 能(表D
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に就ては至適水素6オ ン濃度 としてPH 75-8,0を 得i二.

 Leucylglycin分 解(表 二)を 観察す るに,封 照 とせ し,肝 組織に依る分解度(表 二)

が飢報の如 き酸性側に偏 し居るに拘 らす,家 鶏肉腫に依 るものは,油 性側で著 しく,

この成績 は,劃 照筋組織(表 二)の分解作用に類するものである.

 腫瘍組織移植後経過 日数 との關係は,移 植後7日 目の ものにて,同 調製法に依る酵

素液牛量(05㏄m)使 用(表 一)せ るもの も著明の分解値を示す。 爾移植後19日 目に

して,既 に壊死部あるもの も相當の分解値を示 し,特 に作用減退 と言へない・参考の

爲め各,使 用酵素液1 ccmに 就いて乾燥物質量,絡 窒素量を比較するに(表五),乾 燥

物質量,総 窒素量は移植後経過 日数 とともに減少す るを見るも,乾 燥物質中の窒素百

分率には差蓮を認めす,                    ,
                                    、

 Glycylaminobenzoesliure(表 六)誘 導艦 の分 解 に就 て は ・Anthranilderivatは 抵 抗 著

し く,そ の成 績 はErepsin系Dipeptidaseに 相 似 た る も, Glycylsulfanilsljureの 不

分 解 性 は その趣 を 異 に す る・

 Histozym(表 三)の 存 在 は 肉腫 組織 叉肝 組 織 に就 て,之 を詮 明 し得 す・

所 謂Carboxypolypeptidase(Waldschmidt-Leitz)叉Acylase(Abderhalden)の 作 用

に 依 る と見 ろ可 きBenzoyldiglycin, Chloracetyldiglycin,叉Chloracetylphenylalanin

等 の 分 解 試 験 は 殆 ど総 て 陰性 に近 き成 績 で あ る(表 三)・ 禦 肝 に 依 りて もBenZOy1・

diglycin殆 ど分 解 され す.

 然 る にdl-Bromisocapronylglycin(表 四)の 分解 は著 明 に して,腫 瘍 乾 燥 粉 末 を以 つ

て して も遊 離 ア ミ ノ基 の増 加 を認 め,分 解 陽 性 の結 果 を得 た,7主 意 すべ き は本 誘 導 駕

は機 液(種 々PH)の37。C消 化 の み に て臭 素 を遊 離iし,酸 値 」曾加 を示 した の で特 に ア

ミノ窒 素 の 増 加 を以 て その分 解 とな い 二.劃 照 試 験 と しで 煮 沸 水 中 加 熱 酵 素液 を使 用

しナニる揚 合 は何 等 ア ミ ノ窒 素 の増 加 を認 め な か つ た.

 爾 筋 父 肝 組 織 を以 つ て して も,分 解 陽 性 を槻 察 したの で,こ の分 解 能 は 腫 瘍 細 胞 の

特 殊 性 と断 定 す る事 は 出 來 ない が,更 に詳 細 に研 究 す る債 値 あ る もの と考 へ る・
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  實  駒  部

 b酵 素 液 家 鶏 肉腫(藤 浪 一 加 藤 系)の 移 植 後7日,13H,19日 目 の もの を,注 意

して別 出 し,壊 死 部 又 出 血部 を除 去 し.磨 潰 し粥MJIと な し,之 に そ の 重量3倍 容量 の

グ リセ リ ン水(グ リセ リン6:水4)を 加 へ 更 に よ く磨 潰 し,細 目飾 を節 しt:る もの を,

トル オー ル を重 暦 して氷 室 に 貯 へ,之 を試 験 に於 て一 沿 化 液(20ccm)に つ き1-2 ccm

を添 加 す ・

 封 照 とした る鶏 肝 又 鶏 筋 酵 素 液 も當 該 鶏 よ り得 た る もの よ り,同 法 にて 調 製 す・

 乾 燥 粉 末 はAceton-Aether法 に依 れ り.

 2)沿 化 試験 液.一 定PH値 のCitratpufferを 以 つ て,基 質 の20分1モ ル溶 液 とな

る様 に調 節 添 加 し,全 量20ccmと な し.之 に1-2 ccm酵 素 液 叉粉 末(0.059)を 加 へ よ

く混 和 し,ト ル オー ル を軍 屠 し,37。 に一・定時 滑化 せ しめ,清 化 液4ccmに 就 き・, For-

moltitrationに よ り,叉 その2ccmに つ きVan Styke法 に よ 「) T,酸 値 叉 ア ミノ窒

素 量 の 増 加 を検 査 す ・ 基 質 を 加へ ざ る,酵 素液 の み を 同條 件 に 消 化 せ しめ た る もの の

右 数 値 を 鋼 照 とし て,主 實験 敷値 よ り,引 去1)た る仙 を表 に 掲 げ た り,

 爾 各 消 化 液 調 製 は次 の 如 し.

  Diglycin O.133 g十20 ccm Citratpuffer 十Iccm Enzymlδsung

  Leucylglycin O.188 g          "               "

  Glycylaminobenzoesaure O・1949十Iccm N-NaQH十4ccm II20

                十15 ccm Citratpuffer十Iccm Enzymlδsung

  Chloracetyldiglycin O.194g十Iccm N・NaOH十2・ccM H20

                十15ccm Citratpuffer十2ccm Enzyml6sung

  Chloracetylphenylalanin O.241十     "     "      "    胸"

  Benzoylglycin O.179 g十           "     "      "     "

  BenzoyIdiglycin O.236 g十           "      "       "      "

  dl一α・Bromisocapronylglycin O.252十   "    "     "    "

  Glycylsulfan量1saure O.230 g十      "    "     "    "
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   表一 Diglycinの 分 解      表二 Leucylglycinの 分 解

酵素液＼、藷難羅藩間一

鷺ill lli liii liii難i;l l!鵡 凝
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        表五 家鶏肉腫酵素液比較表(lccmに 就 きて)

      t.'.一一 移轡 轡 七 ・目 棺 ・目/.伽 目      

乾 燥 物 質岬1… 8・・14・ ・

      轡藷 。諜素繍9 1・68 1・43 ・76

     ,謡,乾 燥轟 塩 。)1・8%[16・8タd1・ ・%

      es 1 ccm酵 素 液に10ccmア セ トンを加 へ析 出せ る部分

           表 六 Glycylderivateの 分 解   ・

    基  質 問舗 欝 鵠/鼎p鵠 竿碧査,to

  G1難罵 撚 騨ll.1。,§1§i§i
G1聡 灘 澱 謄li l

。1§ll§}§,7.、、膨 。、,
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